
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 年頭挨拶〜⻘森県商⼯会連合会 会⻑ 今 誠康〜(P.1) 
□ 年頭挨拶〜全国商⼯会連合会 会⻑ ⽯澤 義⽂〜(P.2) 
□ 第 53 回商⼯会全国⼤会（P.3） 
□ ニッポン全国物産展（P.4） 
□ わがまちの元気な企業再発⾒ 〜プティ・ボヌール（平内町）〜（P.5） 
□ 商⼯会だより 〜⾵間浦村商⼯会〜深浦町商⼯会〜（P.6） 
□ 第 20 回東北六県・北海道商⼯会⻘年部員交流研修会（P.7） 
□ 第 15 回商⼯会⼥性部全国⼤会 in 愛媛（P.8） 
□ 平成 25 年度経営指導事例研究発表（P.9） 

  今⽉の⼀枚 

津軽五所川原〜津軽中⾥ 

「ストーブ列⾞」 

 

発行：青森県商工会連合会／編集：広報編集グループ 

〒030-0801 青森県青森市新町 2-8-26 青森県火災共済ビル５F 

TEL・017-734-3394（代表）FAX・017-773-7249 

【【津津軽軽五五所所川川原原～～津津軽軽中中里里  

「「スストトーーブブ列列車車」」】】  

  車車両両内内にに二二つつ設設置置さされれたた

昔昔ななががららのの石石炭炭ダダルルママスストト

ーーブブ。。暖暖ををととっったたりり、、ススルルメメ

をを焼焼いいたたりりとと、、外外のの厳厳ししいい寒寒

ささかからら逃逃れれたた人人々々がが自自然然とと

集集ままるる様様子子はは、、津津軽軽のの冬冬のの風風

物物詩詩ででししたた。。  

  昭昭和和５５年年のの津津軽軽鉄鉄道道開開通通

以以来来、、津津軽軽五五所所川川原原駅駅～～津津軽軽

中中里里駅駅間間のの約約 5500 分分間間をを毎毎冬冬

運運行行ししててききたたスストトーーブブ列列車車

でですすがが、、車車体体のの老老朽朽化化やや経経費費

のの関関係係かからら一一時時はは廃廃止止のの話話

がが挙挙ががりりままししたた。。ししかかしし、、廃廃

止止をを惜惜ししむむフファァンンのの声声とと地地

元元自自治治体体のの要要請請にによよりり継継続続

運運行行さされれてていいまますす。。平平成成 1199

年年かかららははスストトーーブブののああるる車車

両両にに乗乗るるににはは普普通通運運賃賃のの他他

にに 330000 円円ののスストトーーブブ列列車車券券

がが必必要要ととななりりままししたた（（車車両両のの

整整備備・・維維持持等等にに活活用用））  

  今今冬冬もも 1122 月月１１日日～～３３月月 3311

日日ままでで、、１１日日３３往往復復（（1122 月月

中中はは運運行行日日注注意意））、、多多くくのの乗乗

客客をを乗乗せせててスストトーーブブ列列車車  

がが走走りりまますす。。  
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平
成
二
十
六
年
の
新
春
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

旧
年
中
は
、
商
工
会
並
び
に
本
連
合

会
の
事
業
推
進
に
際
し
ま
し
て
、
会
員

の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
皆
様

方
に
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
新
年
早
々
、
大
間
産
マ
グ
ロ

が
史
上
最
高
値
で
競
り
落
と
さ
れ
る
と

い
う
県
内
関
係
者
に
と
っ
て
は
明
る
い

話
題
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
の
、
三
年
連

続
の
豪
雪
や
、
台
風
十
八
号
の
暴
風
雨

に
よ
り
、
農
林
業
や
住
民
生
活
へ
の
被

害
が
発
生
す
る
な
ど
自
然
の
猛
威
に
悩

ま
さ
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。 

国
内
の
経
済
情
勢
に
目
を
向
け
る
と
、

い
わ
ゆ
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
効
果
に 

            よ
り
、
国
内
需
要
が
堅
調
に
推
移
し
、 

生
産
が
緩
や
か
に
増
加
し
て
い
る
中
で
、

雇
用
・
所
得
環
境
に
も
改
善
の
動
き
が

み
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
近
の
日

銀
「
地
域
経
済
報
告
」
で
は
、
本
県
を

含
む
東
北
地
方
に
お
い
て
「
回
復
し
て

い
る
」
と
さ
れ
た
ほ
か
、
全
地
域
で
景

気
判
断
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
明

る
い
兆
し
が
表
れ
始
め
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
私
ど
も
商
工
会
地

域
に
お
い
て
は
、
過
疎
化
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
な
ど
社
会
的
要
因
も
あ
り
、

今
後
も
消
費
の
縮
小
傾
向
が
進
む
も
の

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
に
、
小
売

店
等
の
減
少
に
よ
っ
て
組
織
率
低
下
の

傾
向
は
続
い
て
お
り
、
経
済
指
標
が
表

す
よ
う
な
生
産
・
所
得
・
支
出
の
好
循

環
の
流
れ
に
乗
る
の
は
決
し
て
容
易
な

事
と
は
言
え
ず
、
看
過
で
き
な
い
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
商
工
会
と

本
連
合
会
は
、
企
業
の
支
援
ニ
ー
ズ
に

応
じ
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
す
る
こ
と
で
、
本
県
中
小
企
業
の

振
興
や
、
商
工
会
地
区
経
済
の
根
幹
と

な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
を
図

る
べ
く
、
県
や
市
町
村
な
ど
の
関
係
機

関
と
一
致
協
力
し
て
、
地
域
資
源
を
生

か
し
た
六
次
産
業
化
に
よ
る
産
業
振
興

や
雇
用
創
出
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。 

そ
の
実
現
に
向
け
て
は
、
今
ま
で
以

上
に
、
巡
回
指
導
の
強
化
を
図
り
、
企

業
の
抱
え
る
課
題
を
見
極
め
、
解
決
策

の
提
案
を
行
い
、
企
業
経
営
者
と
伴
走

し
た
支
援
体
制
の
強
化
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

最
後
に
、
商
工
会
会
員
の
皆
様
並
び

に
関
係
機
関
各
位
に
と
り
ま
し
て
、
今

年
が
輝
く
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。 

青
森
県
商
工
会
連
合
会 

会
長 

今 

誠
康 
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 新

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
の
新
春
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
政
府
が

打
ち
出
し
て
い
る
各
般
の
経
済
政
策
の

効
果
に
よ
り
、
先
行
き
に
明
る
い
兆
し

が
見
え
始
め
て
き
た
も
の
の
、
四
月
に

迫
っ
た
消
費
税
率
の
引
上
げ
、
原
材
料

価
格
の
高
騰
な
ど
、
中
小
・
小
規
模
企

業
が
抱
え
る
不
安
材
料
は
山
積
し
て
お

り
、
特
に
、
地
方
の
小
規
模
企
業
に
と

っ
て
は
、
景
気
回
復
の
実
感
を
得
て
い

る
と
は
言
え
な
い
、
極
め
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

        

こ
う
し
た
な
か
、
「
小
規
模
企
業
基

本
法
制
定
決
起
大
会
」
と
し
て
、
昨
年

十
一
月
に
開
催
し
た
第
五
十
三
回
商
工

会
全
国
大
会
で
は
、
厳
し
い
立
場
に
あ

る
小
規
模
企
業
へ
の
支
援
に
特
化
し
た

「
小
規
模
企
業
基
本
法
」
の
早
期
制
定

を
強
く
要
望
す
る
決
議
を
行
い
ま
し
た
。 

小
規
模
企
業
基
本
法
の
制
定
に
向
け

て
は
、
全
国
の
商
工
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
、
百
万
人
署
名
運
動
を
展

開
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
こ

の
皆
様
の
熱
い
思
い
を
、
基
本
法
の
早

期
制
定
や
更
な
る
支
援
施
策
の
充
実
へ

と
結
実
さ
せ
る
べ
く
邁
進
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。 

ま
た
、
今
後
、
景
気
回
復
の
動
き
を

確
か
に
し
、
日
本
経
済
が
真
に
復
活
を

遂
げ
る
に
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
我
が
国

全
企
業
の
八
十
七
％
を
占
め
、
こ
れ
ま

で
地
域
に
密
着
し
、
地
域
の
経
済
・
社

会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
て
き
た
小

規
模
企
業
が
元
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
、
地
域
の
中
核
的
存
在
で

あ
る
商
工
会
が
、
徹
底
し
た
巡
回
訪
問

を
通
じ
、
常
に
新
た
な
提
案
を
行
う
こ

と
で
、
小
規
模
企
業
に
活
力
を
も
た
ら

し
、
そ
し
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
、
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

地
域
と
共
に
歩
み
、
小
規
模
企
業
を

支
え
て
い
る
の
は
我
々
商
工
会
で
す
。 
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工
会
全
国
大
会
が
開
催 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

                            

       
 
 

  

全
国
大
会
で
は
、
商
工
会
の
会
員
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
内
事
業
者
へ
の
支

援
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
疲
弊
す
る

地
域
に
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
住
民
・

行
政
と
の
連
携
を
と
り
、
地
域
の
中
核

的
存
在
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
を

大
会
趣
旨
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
行
き
ま
す 

聞
き
ま
す 
提
案

し
ま
す
」
の
統
一
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

の
も
と
、
巡
回
訪
問
を
徹
底
し
、
地
域

総
合
経
済
団
体
と
し
て
さ
ら
な
る
進
歩

を
遂
げ
る
必
要
が
あ
る
と
決
意
表
明
を

し
ま
し
た
。 

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
維
持
・

発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る 

 

 

小
規
模
企
業
が
将
来
に
夢
と
希
望
を

持
つ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
経
済
の
効

率
化
や
販
路
拡
大
等
の
支
援
に
特
化
し

た
「
小
規
模
企
業
基
本
法
」
を
早
期
制

定
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
本
日
の
大
会
を
「
小
規
模
企

業
基
本
法
制
定
決
起
大
会
」
と
位
置
づ

け
、「
新
た
な
法
律
」
の
制
定
に
向
け
た

活
動
を
一
層
推
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
地
域
経
済
・
社
会
に
お
い
て
中

核
的
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
、
地

域
や
小
規
模
企
業
に
対
す
る
「
新
た
な

提
案
」
に
繋
が
る
経
営
支
援
や
巡
回
訪

問
を
徹
底
す
る
な
ど
、
商
工
会
の
さ
ら

な
る
支
援
機
能
の
強
化
に
向
け
て
邁
進

す
る
決
意
と
し
て
次
の
五
項
目
の
決
議

を
行
い
ま
し
た
。 

 ○ 

小
規
模
企
業
基
本
法
の
早
期
制
定 

○ 

地
域
や
小
規
模
事
業
に
対
す
る
支

援
策
の
抜
本
的
拡
充 

○ 

中
小
・
小
規
模
企
業
の
た
め
の
税

制
・
社
会
保
障
施
策
の
実
施 

○ 
東
日
本
大
震
災
被
災
地
・
原
発
事

故
・
電
力
の
安
定
供
給
等
に
対
す

る
万
全
の
対
策 

○ 

地
域
に
根
差
す
商
工
会
の
支
援
機

能
の
さ
ら
な
る
強
化 

 

    

十
一
月
二
十
一
日
、「
第
五
十
三
回
商
工
会
全
国
大
会
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
（
東

京
都
）
で
開
か
れ
、
本
県
か
ら
県
下
商
工
会
長
等
三
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
商
工
会
関
係
者
、
安
倍
総
理
大
臣
、
茂
木
経
済
産
業
大
臣
、
等
の
来

賓
を
招
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
全国大会の様子  

石澤会長挨拶  

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰 

役
員
功
労
者
一
覧 

◇
階
上
町
◇ 

左
京 

忠
史 

地
代
所
春
雄 

小
松 

雅
彦 

加 

藤 
 

裕 

石
沢 

孝
市 

坂 
 

政 

和 

角
地 

直
夫 

 

◇
西
目
屋
村
◇ 

桑
田 

定
信 

坂
田 

健
栄 

◇
三
沢
市
◇ 

相 

場 
 

博 

古
間
木
勝
弘 

◇
青
森
市
浪
岡
◇ 

小
倉 

尚
裕 

奈
良
岡
敏
典 

伊
藤 

彰
紘 

三
上
恵
美
子 

雪
田 

廣
志 

工
藤 

修
一 
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全
国
商
工
会
連
合
会
主
催
の
「
ニ
ッ

ポ
ン
全
国
物
産
展
」
が
十
一
月
二
十
二

日
（
金
）
～
二
十
四
日
（
日
）
の
三
日

間
、
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
（
東

京
都
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
全
国
三
百
六
十
一
の
事
業
者

が
出
展
し
、
開
催
期
間
中
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
約
十
三
万
五
千
人
の
来
場
者

で
賑
い
ま
し
た
。 

                  

   

こ
の
全
国
物
産
展
は
、
各
地
の
特
産

品
を
消
費
者
や
流
通
業
者
な
ど
に
対
し

て
幅
広
く
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

場
開
拓
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
商
品
展
開
力
・

販
売
力
向
上
を
図
り
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
事
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。 

 

会
場
に
は
全
国
の
地
域
資
源
な
ど
を

活
用
し
て
開
発
さ
れ
た
特
産
品
を
中
心

に
、
各
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
産
品

が
一
堂
に
集
合
し
、
出
展
者
に
よ
る
即

売
会
や
商
品
Ｐ
Ｒ
関
係
者
と
の
情
報
交

換
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

本
県
か
ら
は
、
全
国
展
開
支
援
事
業

や
農
商
工
連
携
等
を
通
じ
て
開
発
さ
れ

た
商
品
を
中
心
に
県
連
を
含
め
た
八
事

業
所
が
出
展
し
、
多
く
の
来
場
者
か
ら

好
評
を
得
て
お
り
ま
し
た
。 

 

県
連
ブ
ー
ス
で
は
野
辺
地
町
商
工
会

が
新
開
発
し
た
『
野
辺
地
葉
つ
き
こ
か

ぶ
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
ソ
ー
ス
』
等
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
を
行
い
、
今
後
の

販
売
戦
略
等
に
役
立
て
る
方
針
で
す
。 

                 

ま
た
、
四
十
七
都
道
府
県
の
ご
当
地

な
ら
で
は
の
お
菓
子
か
ら
、
来
場
者
の

投
票
で
優
勝
を
決
め
る
毎
年
好
評
の

「
全
国
ご
当
地
お
や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
」

コ
ー
ナ
ー
が
今
年
も
設
け
ら
れ
、
本
県

か
ら
は
ベ
ー
カ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
「
天
恵 

ぶ
ど
う
の
木
」
の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
『
ほ

っ
こ
り
ん
ご
』
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し

た
。
惜
し
く
も
優
勝
と
は
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
青
森
が
誇
る
り
ん
ご
を
活

か
し
た
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
の
味
を
来
場
者

は
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

○
青
森
県
内
出
展
企
業
等
紹
介 

 

【
県 

連 

枠
】 

・
株
式
会
社 

駒
嶺
商
店
（
風
間
浦
村
） 

 

〔
海
産
加
工
品
（
鮟
鱇
・
塩
辛
等
）
〕 

 

・
青
森
・
下
北
ふ
る
さ
と
の
会
（
横
浜
町
） 

 

〔
ほ
た
て
加
工
品
や
菜
種
油
等
〕 

 

・
階
上
町
商
工
会
（
階
上
町
） 

 

〔
階
上
早
生
そ
ば
や
せ
ん
べ
い
汁
セ
ッ 

 

 
 

ト
等
〕 

 

 

・
大
間
町
商
工
会
（
大
間
町
） 

 

〔
マ
グ
ロ
他
海
産
加
工
品
〕 

 

・
青
森
県
商
工
会
連
合
会 

 

〔
野
辺
地
葉
つ
き
こ
か
ぶ
の
カ
ル
パ
ッ 

 
 

 
 

チ
ョ
ソ
ー
ス
、
ユ
タ
カ
漬
、
山
の
り 

 
 

ん
ご
コ
ー
ヒ
ー
、
し
じ
み
チ
ャ
ウ 

 
 

ダ
ー
〕 

 

【
お
や
つ
コ
ー
ナ
ー
枠
】 

・
天
恵 

ぶ
ど
う
の
木
（
八
戸
市
） 

 

ラ
ン
キ
ン
グ
出
展
商
品 

 

「
ほ
っ
こ
り
ん
ご
」 

 

【
一 

般 

枠
】 

・
津
軽
甘
熟
り
ん
ご
研
究
会
（
平
川
市
） 

 

〔
り
ん
ご
加
工
品
（
り
ん
ご
ス
ナ
ッ
ク 

 
 

等
）
〕 

 

・
に
ん
に
く
の
よ
し
だ
家
（
三
戸
町
） 

 

〔
に
ん
に
く
詰
め
放
題
他
に
ん
に
く
加 

 
 

工
品
〕 

大盛況だった青森県ブース  

試食販売で青森の味を確かめる来場者  
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修
行
の
日
々
～
念
願
の
開
業 

『
人
と
の
つ
な
が
り
』 

 

『
小
さ
な
幸
せ
』
と
い
う
名
の 

ス
イ
ー
ツ
の
お
店 

ま
た
今
後
の
展
望 

   

 

 

 

 
 

       

事
業
主
の
渡
辺
さ
ん
は
も
と
も
と
和

食
を
や
り
た
く
て
、
宮
城
県
松
島
町
の

「
ホ
テ
ル
一
の
坊
」
で
修
行
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
結
婚
式
の
手
伝
い
な
ど

で
デ
ザ
ー
ト
に
も
触
れ
る
機
会
が
多
々

あ
り
、
だ
ん
だ
ん
と
そ
ち
ら
に
興
味
が

移
っ
て
い
き
、
二
十
歳
の
時
に
一
大
決 

                     

心
を
し
て
パ
テ
ィ
シ
エ
の
道
に
進
み 

ま
し
た
。
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
も
十
二

年
間
修
行
し
、
念
願
の
自
分
の
店
を
今

年
の
一
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。 

開
業
後
の
三
月
、
帳
簿
や
経
理
の
こ

と
に
つ
い
て
相
談
す
る
た
め
商
工
会
へ

来
訪
し
、
商
工
会
へ
の
相
談
を
き
っ
か

け
に
会
員
加
入
、
四
月
に
は
青
年
部
へ

も
加
入
し
、
そ
こ
か
ら
色
々
な
人
と
の

つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
っ
た
そ
う
で

す
。 十

月
に
は
、
町
の
花
「
つ
ば
き
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ

を
町
の
若
手
有
志
ら
と
企
画
し
約
五
ヶ

月
の
試
行
錯
誤
の
末
の
よ
う
や
く
の
商

品
化
。
命
名
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
き
、
地

元
小
学
生
の
「
や
さ
い
の
く
に
の
つ
ば

き
ひ
め
」
を
採
用
し
、
十
一
月
期
間
限

定
で
販
売
を
し
、
と
て
も
好
評
だ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。 

現
在
は
「
い
も
く
り
か
ぼ
ち
ゃ
パ
イ
」

を
期
間
限
定
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
が
、

十
二
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
注
文

な
ど
で
な
か
な
か
新
作
は
で
き
ず
、
新

年
を
迎
え
新
し
い
商
品
を
皆
さ
ん
に
提

供
し
た
い
と
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

              

 

店
の
名
前
「P

e
tit

・B
o
n

h
e
u

r
(

プ

テ
ィ
・
ボ
ヌ
ー
ル)

」
は
フ
ラ
ン
ス
語
で

『
小
さ
な
幸
せ
』
と
い
う
意
味
。
店
名

の
よ
う
に
、
当
店
の
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ

る
こ
と
で
お
客
様
に
「
小
さ
な
幸
せ
」
、

笑
顔
を
提
供
で
き
れ
ば
と
思
い
な
が
ら

作
っ
て
お
り
ま
す
。
当
店
一
押
し
の
「
チ

ー
ズ
ケ
ー
キ
」
や
「
季
節
限
定
ケ
ー
キ
」

を
食
べ
て
、「
小
さ
な
幸
せ
」
を
堪
能
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。 

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

  
  

わ
が
ま
ち
の
元
気
な
企
業
再
発
見 

 

 

【企業概要】 
 

所属商工会：平内町商工会 

会 社 名：Petit
プ テ ィ

・Bonheur
ボ ヌ ー ル

 

    ：渡辺 悟 

住  所：平内町藤沢字 

家ノ下 7-3 

電話番号：017-755-3585 

営業時間：10:00～18：00 

定 休 日：毎週火曜日 

平
内
町
は
、
青
森
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
養
殖
ホ
タ
テ
生
産
量
が
日
本
一

の
「
ホ
タ
テ
の
町
」
で
す
。 

津
軽
三
味
線
の
第
一
人
者
で
国
際
的
に
も
評
価
の
高
い
「
高
橋
竹
山
師
」
が
生

ま
れ
育
っ
た
町
で
も
あ
り
、「
浅
虫
夏
泊
県
立
自
然
公
園
」
や
「
夜
越
山
森
林
公
園
」

な
ど
を
有
す
る
県
内
有
数
の
観
光
地
で
す
。
ま
た
「
椿
山
海
岸
」
は
、
日
本
の
渚
・

百
選
に
選
ば
れ
る
な
ど
風
光
明
媚
な
町
で
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
今
年
一
月
に
開

業
し
た
ば
か
り
の
お
菓
子
工
房
「
プ
テ
ィ
・
ボ
ヌ
ー
ル
」
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

 

いもくりかぼちゃパイ  
 

特製ホールケーキ  

至野辺地町  

至青森市  
国道４号線  

ブルーモリス平内工場  

マックスバリュ平内店  

 

「プティ・ボヌール」はここです！  
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商
工
会
の
旬
の
話
題
を
提
供
し
ま
す 

 2
0

 

       

青
森
県
の
鮟
鱇
水
揚
げ
量
は
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
風
間
浦
村
は

八
戸
市
に
次
い
だ
水
揚
げ
量
で
冬
の
観

光
資
源
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

風
間
浦
鮟
鱇
は
、
独
特
の
漁
法
と
漁

場
が
港
か
ら
近
い
こ
と
か
ら
、
ほ
と
ん

ど
の
魚
体
が
全
国
的
に
も
珍
し
い
「
活

き
た
ま
ま
」
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
そ
の

新
鮮
さ
ゆ
え
、
身
は
刺
身
や
寿
司
で
も

食
べ
ら
れ
ま
す
。 

風
間
浦
村
に
あ
る
下
風
呂
温
泉
郷

は
、
古
来
よ
り
温
泉
地
と
し
て
知
ら
れ

室
町
時
代
か
ら
多
く
の
湯
治
客
を
集
め

た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
井
上
靖
や

新
島
襄
ら
多
く
の
文
豪
、
文
化
人
が
立

ち
寄
っ
た
、
下
風
呂
温
泉
で
の
ん
び
り

し
た
後
は
、
産
地
な
ら
で
は
の
鮟
鱇
フ

ル
コ
ー
ス
を
堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

今
年
は
、
十
二
月
十
日
（
火
）
か
ら

三
月
三
十
一
日
（
月
）
ま
で
の
期
間
、

下
風
呂
温
泉
で
は
商
工
会
共
催
に
よ
る

「
風
間
浦
鮟
鱇
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
下
風
呂
温
泉
内
の
鮟
鱇
ま

つ
り
参
加
宿
泊
施
設
に
て
、
鮟
鱇
フ
ル

コ
ー
ス
な
ど
が
味
わ
え
ま
す
。 

「
風
間
浦
鮟
鱇
フ
ル
コ
ー
ス
」 

税
込 

七
千
三
百
五
十
円 

刺
身
、
鍋
、
あ
ん
肝
、
共
和
え
、

煮
こ
ご
り
、
焼
き
物
又
は
唐
揚
げ
の

六
品
を
メ
イ
ン
に
、
旬
の
数
品
が
つ

い
た
お
膳
と
な
り
ま
す
。 

「
風
間
浦
鮟
鱇
ご
昼
食
コ
ー
ス
」 

税
込 

三
千
五
百
円 

鍋
、
共
和
え
に
季
節
の
美
味
数
品

が
つ
い
た
お
食
事
と
な
り
ま
す
。 

【
お
問
合
せ
先
】 

下
風
呂
温
泉
旅
館
組
合 

（
風
間
浦
村
商
工
会
） 

 
 

 

０
１
７
５
‐
３
５
‐
２
０
１
０ 

※
天
然
の
風
間
浦
鮟
鱇
は
、
天
候
次
第

で
入
荷
出
来
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。 

そ
の
際
は
、
料
理
内
容
が
一
部
変
更
と

な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了 

承
下
さ
い
。 

      

      
 

 

深
浦
町
は
青
森
県
の
日
本
海
側
に
位

置
し
、
今
年
世
界
自
然
遺
産
登
録
二
十 

周
年
を
迎
え
た
白
神
山
地
が
あ
る
こ
と

で
知
ら
れ
、
ま
た
約
八
十
㎞
に
わ
た
っ

て
続
く
海
岸
線
は
「
夕
陽
海
岸
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
青
森
県
と
秋
田
県
を
跨
ぐ
人

気
の
ロ
ー
カ
ル
線 

五
能
線
「
リ
ゾ
ー

ト
し
ら
か
み
」
運
行
期
間
の
中
で
も
深

浦
町
を
走
る
区
間
は
日
本
海
の
絶
景
が

車
窓
に
広
が
る
人
気
の
エ
リ
ア
で
、
列

車
を
途
中
下
車
し
な
が
ら
、
十
二
湖
の

青
池
、
ウ
ェ
ス
パ
椿
山
、
黄
金
崎
不
老

ふ
死
温
泉
、
千
畳
敷
な
ど
を
訪
れ
る
観

光
客
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

白
神
の
恩
恵
を
受
け
た
旬
の
山
海
の

幸
・
食
材
も
非
常
に
豊
富
な
深
浦
町
で

今
年
六
月
、
青
森
県
内
一
の
漁
獲
量
を

誇
る
「
深
浦
産
天
然
本
マ
グ
ロ
」
を
使

っ
た
、
青
森
県
内
初
の
【
新 

 
 

 
 

】
ご
当
地
グ
ル
メ
「
深
浦
マ

グ
ロ
ス
テ
ー
キ
丼
」
が
当
商
工
会
も
参

加
す
る
「
深
浦
マ
グ
ロ
料
理
推
進
協
議

会
」
に
よ
っ
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。 

「
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ
丼
」
に
つ

い
て
は
、
現
在
デ
ビ
ュ
ー
五
カ
月
余
り

で
お
よ
そ
二
万
八
千
食
、
お
土
産
な
ど

関
連
消
費
な
ど
を
含
め
一
億
五
千
万
円

の
経
済
効
果
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。 

メ
ニ
ュ
ー
の
食
材
に
は
深
浦
産
マ

グ
ロ
だ
け
で
は
な
く
、
野
菜
や
人
気
名

産
品
つ
る
つ
る
わ
か
め
を
使
っ
た
汁
物
、

香
の
物
ま
で
も
が
地
場
産
を
使
い
、
徹

底
的
に
地
場
食
材
の
使
用
に
こ
だ
わ
る

こ
と
こ
そ
が
地
域
を
変
え
地
域
を
元
気

に
す
る
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
「
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ
丼
」

を
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
い
て
な
い
方

は
ま
ず
は
当
商
工
会
員
で
も
あ
る
町
内

７
店
舗
で
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
通

年
で
美
味
し
い
マ
グ
ロ
を
ご
堪
能
い
た

だ
け
ま
す
。 

           

風
間
浦
鮟
鱇
ブ
ラ
ン
ド
化 

目
指
せ
！
地
域
団
体
商
標 

鮮
度
抜
群
！ 

風
間
浦
鮟
鱇
ま
つ
り
開
催 

商
工
会
だ
よ
り 風間浦村 

商工会 

鮟鱇フルコースの

一例 

地
域
を
変
え
、 

地
域
を
元
気
に
す
る
！ 

豊
富
な
地
場
食
材
を
活
か
し 

ご
当
地
グ
ル
メ
の
開
発
！ 

深浦町 

商工会 

 

深浦マグロステーキ丼 

JR 

O
M

O
T

E
 

N
A

S
H

I 
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五
つ
の
テ
ー
マ
で 

 
 

 
 

 

活
動
報
告 

       

 

       

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
三
日
、
ホ

テ
ル
青
森
（
青
森
市
）
に
お
い
て
第
二

十
回
東
北
六
県
北
海
道
商
工
会
青
年
部

員
交
流
研
修
会
・
主
張
発
表
東
北
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
、
七
道

県
か
ら
総
勢
三
百
五
十
五
名
の
青
年
部

員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

主
張
発
表
大
会
で
は
、
田
舎
館
村
商

工
会
青
年
部
の
小
野
敬
之
さ
ん
が
青
森

県
代
表
と
し
て
緊
張
の
面
持
ち
の
中
、

熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。 

小
野
さ
ん
は
「
青
年
部
活
動
と
地
域

振
興
・
ま
ち
づ
く
り
～
地
域
の
活
性
化

と
は
？
～
」
と
題
し
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

を
通
じ
た
青
年
部
活
動
の
内
容
で
、
こ

れ
ま
で
は
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
対
し
て
十

分
な
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
反
省
か
ら
、

今
年
誕
生
し
た
地
元
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の

「
米
こ
め
く
ん
」
と
共
に
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
り
、
中
南
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
発

し
て
い
る
「
も
つ
け
の
汁
」
を
組
み
合

わ
せ
た
普
及
活
動
を
目
指
し
た
り
と
、

以
前
と
比
べ
て
積
極
的
に
部
員
活
動
へ

と
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
実
績
と
今

後
の
活
動
内
容
を
主
張
し
ま
し
た
。 

 

結
果
は
惜
し
く
も
優
良
賞
と
な
り
ま

し
た
が
、
田
舎
館
村
商
工
会
青
年
部
の

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
様
子
や
、
部
員

の
結
束
力
は
会
場
の
各
県
の
青
年
部
員

に
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。 

な
お
今
回
の
最
優
秀
賞
に
は
、
秋
田

県
代
表
・
由
利
本
荘
市
商
工
会
青
年
部

の
高
橋
秀
彰
さ
ん
が
選
ば
れ
、
来
年
二

月
に
埼
玉
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ

の
切
符
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

  

主
張
発
表
後
の
事
例
発
表
で
は
、「
あ

お
も
り
ん
ピ
ッ
ク
地
域
活
性
化
運
動
」

～
明
日
を
つ
く
る
仲
間
～
と
称
し
、「
感

動
・
元
気
・
友
情
・
ス
ポ
ー
ツ
・
発
展
」

の
五
つ
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
県
内
青
年

部
の
代
表
者
が
活
動
内
容
を
報
告
し
ま

し
た
。
本
県
青
年
部
の
活
動
内
容
が
、

今
回
参
加
し
た
他
県
の
青
年
部
員
に
も

十
分
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。 

研
修
終
了
後
は
、
同
ホ
テ
ル
に
お
い
て

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
女
性
連

中
美
会
長
を
中
心
に
女
性
部
員
数
名
の 

                    

方
々
が
用
意
し
た
、
け
の
汁
と
せ
ん
べ

い
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
青
森
県
の
郷
土

料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
加
え
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
ト
リ
オ

☆
ザ
☆
ポ
ン
チ
ョ
ス
に
よ
る
「
せ
ん
べ

い
汁
の
唄
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
浪
岡
の
翔
浪
会
に
よ
る
ね
ぶ
た

囃
子
の
際
は
、
た
く
さ
ん
の
部
員
が
ハ

ネ
ト
と
な
り
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
、

交
流
を
深
め
て
お
り
ま
し
た
。 

全国大会へ向けて団結する青年部員  

事例発表のフィナーレ  
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愛え

顔が
お

あ
ふ
れ
る 

愛
媛
の
出で

愛あ
い 

 

名
取
市
商
工
会
女
性
部 

青
森
の
お
も
て
な
し
を
堪
能 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

         

  

 

            

今
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
伊 い

～
予 よ

♡

お
い
で
よ
“
媛 ひ

め

の
国
”
～
愛 え

顔 が
お

あ
ふ
れ 

る
愛
媛
の
出 で

愛 あ
い

～
」
の
も
と
、
全
国
か 

ら
約
二
千
八
百
名
が
集
ま
り
、
青
森
県

か
ら
は
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

主
張
発
表
大
会
に
お
い
て
は
、
六
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
者
が
活
き
活
き
と
し
た

発
表
で
会
場
を
沸
か
せ
、
東
北
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
宮
城
県
代
表
・
河
南

桃
生
商
工
会
女
性
部
の
若
山
弘
子
さ
ん

は
「
女
性
部
活
動
に
参
加
し
て
～
は
ね

こ
踊
り
に
笑
顔
を
添
え
て
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
熱
弁
を
ふ
る
い
、
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。 

 

な
お
、
最
優
秀
賞
は
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
・
富
山
県
上
市
町
商
工
会
女
性
部

の
平
井
潤
子
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

 
 

記
念
講
演
で
は
豊
岡
台
病
院
院
長

（
日
本
笑
い
学
会
四
国
支
部
代
表
）
の 

枝
廣
篤
昌
氏
に
よ
る
「
愛 え

顔 が
お

の
チ
カ 

ラ
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
で
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「
笑
い
」
を
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
お
り
、
会
場

内
も
終
始
笑
顔
が
絶
え
な
い
講
演
と
な

り
ま
し
た
。 

十
月
十
一
日
、
宮
城
県
の
名
取
市
商

工
会
女
性
部
部
員
十
六
名
が
県
内
の
お

も
て
な
し
事
業
に
参
加
し
、
五
所
川
原

市
金
木
な
ど
各
地
の
観
光
名
所
を
巡
り

ま
し
た
。 

一
行
は
立
佞
武
多
の
館
や
太
宰
治
記

念
館
「
斜
陽
館
」
な
ど
を
見
学
し
、
北

津
軽
の
歴
史
や
文
化
を
実
感
し
ま
し
た
。 

翌
日
十
二
日
は
上
十
三
地
区
商
工
会

女
性
部
連
絡
協
議
会
を
組
織
す
る
十
一

女
性
部
と
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
、
短

い
時
間
で
し
た
が
充
実
し
た
交
流
会
に

な
り
ま
し
た
。 

 

in 

地
域
商
工
業
者
及
び
商
工
会
の
推
進
役
と
し
て
知
識
習
得
や
女
性
部
活
動
の
一

層
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
第
十
五
回
女
性
部
全
国
大
会
が
平
成

二
十
五
年
十
月
十
七
日
（
木
）
～
十
八
日
（
金
）
の
二
日
間
、
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル

（
愛
媛
県
松
山
市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

名取市商工会女性部員を  

温かく出迎える女性部員  

あいさつをする末武全女性連会長（左）と、全女性連副会長  

として部員増強運動の結果報告をする中美会長（右）  

参加者の記念撮影  
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ブ
ロ
ッ
ク
選
考
会
に
於
い
て
八
名

の
発
表
者
選
出 

つ
が
る
市
商
工
会
の
長
見
経
営
指

導
員
が
本
県
代
表
に
選
出 

                              

              

 

十
月
三
十
一
日
、
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス

（
青
森
市
）
で
行
わ
れ
た
平
成
二
十
五

年
度
第
一
回
商
工
会
役
員
研
修
会
の
中

で
、
経
営
指
導
事
例
研
究
発
表
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

事
前
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
於
い
て
選
考

会
が
行
わ
れ
、
当
日
は
県
内
七
ブ
ロ
ッ

ク
よ
り
八
名
の
代
表
者
（
上
十
三
地
区

二
名
）
が
、
小
規
模
事
業
者
に
対
し
て

指
導
す
る
中
で
学
ん
だ
こ
と
や
、
直
面

し
た
課
題
な
ど
自
身
の
経
験
を
発
表
し

ま
し
た
。 

 

中
小
企
業
診
断
士
で
あ
る
伊
藤
朗
氏

を
審
査
委
員
長
と
し
た
審
査
の
結
果
、

西
つ
が
る
地
区
代
表
の
長
見
道
子
経
営

指
導
員
（
つ
が
る
市
商
工
会
）
が
特
に

良
い
成
績
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

ご
主
人
の
鬱
病
に
よ
り
、
負
債
を
抱

え
る
事
業
所
の
経
営
状
況
が
分
か
ら
ず

不
安
を
抱
え
て
い
た
奥
さ
ん
に
対
し
て
、

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
り
、
一
つ
一

つ
課
題
を
抽
出
・
解
決
を
図
る
こ
と
で
、

資
金
繰
り
の
向
上
や
、
経
営
状
況
の
把

握
が
可
能
と
な
っ
た
奥
さ
ん
の
笑
顔
を

取
り
戻
し
て
い
っ
た
経
験
を
語
り
、「
心

の
病
を
抱
え
る
ご
主
人
へ
の
接
し
方
に

悩
む
家
族
の
姿
を
見
て
、
励
ま
す
事
が

厳
禁
で
も
不
安
や
絶
望
を
和
ら
げ
希
望

を
与
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん
だ
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。 

十
月
三
十
一
日
に
行
わ
れ
た
経
営
指
導
事
例
研
究
発
表
は
、
小
規
模
事
業
者
等

に
対
す
る
経
営
革
新
、
農
商
工
連
携
、
販
路
開
拓
支
援
等
課
題
解
決
に
対
す
る
取

り
組
み
の
支
援
や
、
経
営
改
善
事
業
指
導
実
績
を
有
す
る
経
営
指
導
員
が
お
互
い

の
ノ
ウ
ハ
ウ
及
び
経
験
を
共
有
し
、
専
門
化
・
高
度
化
す
る
相
談
業
務
に
対
応
す

る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
特
に
良
い
成
績
者
は
来
年
度
の
経
営
支
援
事
例
発
表
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
で
、
本
県
代
表
と
し
て
発
表
し
ま
す
。 

    

事例発表の様子  

事
例
発
表
者
各
地
区
代
表 

●
東
郡
地
区 

 

・
今
別
町
商
工
会 

工
藤
真
二 

 

「
藤
田
先
生
と
一
緒
に
作
っ
た
経
営
計
画 

 
 

整
骨
院
か
ら
小
規
模
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
へ
の 

 
 

業
態
転
換
」 

●
中
南
地
区 

 

・
平
川
市
商
工
会 

吉
田
幹
雄 

 

「
マ
ル
経
制
度
の
有
効
活
用 

 
 

短
期
借
入
金
と
し
て
の
つ
な
ぎ
資
金
」 

●
西
・
つ
が
る
地
区 

 

・
つ
が
る
市
商
工
会 

長
見
道
子 

 

「
事
業
継
承
に
よ
る
経
営
不
振
か
ら
脱
出 

 
 

心
の
支
援
・
私
は
ビ
ジ
ネ
ス
ド
ク
タ
ー
」 

●
北
五
地
区 

 

・
中
泊
町
商
工
会 

三
橋
亨 

 

「
経
営
安
定
に
係
る
資
金
繰
り
円
滑
化
支
援 

 

 
 

の
事
例
」 

●
上
十
三
地
区 

 

・
上
北
町
商
工
会 

小
泉
光
春 

 

「
個
人
事
業
主
か
ら
法
人
成
り
へ 

 
 

今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
」 

 

・
七
戸
町
商
工
会 

芦
沢
賢
一 

 

「
経
営
相
談
事
例
に
学
ぶ
商
工
会
職
員
と
し 

 
 

て
の
私
の
姿
勢
」 

●
三
八
地
区 

 

・
南
部
町
商
工
会 

水
梨
実 

 

「
事
業
継
承 

 

 
 

事
業
の
継
続
は
地
域
の
力
な
り
」 

●
む
つ
・
下
北
地
区 

 

・
大
間
町
商
工
会 

新
田
聖
也 

 

「
ご
み
か
ら
金
を
生
み
出
す
！ 

 
 

海
の
雑
草
を
肥
料
へ
…
」 

自身の経験を語る  

つがる市商工会の長見指導員  



 

 

 

  

      

 

 
 

～雇用形態にかかわらず、労働者を一人でも雇用している事業主は 

一部の事業を除き、労働保険に加入する義務があります～ 
 

 

 

 

 

◎各種の届出等の事務処理については、労働保険事務組合（商工会等） 

や社会保険労務士に依頼することもできます。 
 

 

 

 

 

     
 

 
個人の白色申告者のうち前々年分あるいは前年分の事業所得、不動産所得 

又は山林所得の合計額が 300万円を超える方に必要とされていた記帳と帳簿 

書類の保存が、平成 26年 1月からは、これらの所得を生ずべき業務を行う全 

ての方（所得税及び復興特別所得税の申告の必要がない方を含みます。）につ 

いて必要となります。 

 

記帳・帳簿等の保存や記帳の内容の詳細は、国税庁ホーム 

ページ（https://www.nta.go.jp）に掲載されていますので、 

ご覧ください。 

詳しくは最寄りの税務署にお問合わせください。 

 
  ◎また、税務署では、新たに記帳を行う方や記帳の仕方がわからない方のために、 

記帳・帳簿等の保存制度の概要や記帳の仕方等を説明する「記帳説明会」を実施 

しています。 

加入手続は、労働基準監督署及び公共職業安定所

（ハローワーク）で行っております。 

労災保険と雇用保険とを総称した言葉で、政府が管掌する強制保険制度です。 

 

青森労働局からお知らせ 

青森税務署からお知らせ 
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